
          
 

令和７年度 多機能・改善型舗装追跡調査報告会 次第 

令和７年１０月１５日（水） 

午後１時３０分 か ら 

於  プ ラ ザ 菜 の 花 

 

１ 挨  拶 

  一般社団法人千葉県道路舗装協会   会 長   渡 邉 義 隆 

  千葉県県土整備部道路環境課     副課長   今 村 康 士 

                                 

２ 多機能・改善型舗装工事と効果及び道路調査方法の説明 

これまでの試験舗装内容及び追跡調査方法について 

（一社）千葉県道路舗装協会  

積算・技術委員会委員  不二公業㈱        戸 澗  智 

 

３ 調査結果報告 

（１）高機能舗装の比較施工について 

（シナヤカファルト、高耐久クイックコート、改質Ⅱ型の３種比較） 

東亜道路工業㈱  関東支社 技術センター長       飯 塚 康 二 

（２）重荷重用特殊改質アスファルト混合物を使用した舗装について 

東邦建設㈱ 代表取締役                宮 村 亮 祐 

（ニチレキ㈱）                   長 嶺 優 輝 

（３）薄層遮水型舗装工法について 

山本建設㈱ 工事部長                 七五三野 秀 典 

（東亜道路工業㈱）                 飯 塚 康 二 

         ――― 休   憩 ――― 

 

４ 新工法・新材料等による舗装工事の紹介・提言 

（１）「プルーフローリング試験のデジタル化」について 

㈱ＮＩＰＰＯ 関東第二支店  技術部長         和 田 文 明 

（２）「高耐久クイックコート」について 

東亜道路工業㈱  関東支社 技術部長                河 野 正 和 

５ 質   疑 

(敬称略)  


